
奈良市と大和信用金庫との包括連携に関する協定書 

 

 

奈良市（以下「甲」という。）と大和信用金庫（以下「乙」という。）とは、以下のと

おり包括的な連携に関する協定（以下「本協定」という。）を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本協定は、甲と乙が、それぞれの持つ資源や特性を生かしながら相互に連携及

び協力し、地域の活性化及び持続的成長に向けた取組を推進していくことにより、奈

良市の発展に寄与することを目的とする。 

 

（連携項目） 

第２条 甲及び乙は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項について連携

し協力する。 

⑴  市民生活に関すること 

⑵  教育・歴史・文化に関すること 

⑶  保健福祉に関すること 

⑷  生活環境に関すること 

⑸  都市基盤に関すること 

⑹  経済に関すること 

⑺  その他本協定の目的を達成するために必要な事項に関すること 

２ 前項各号に掲げる事項を効果的に推進するため、甲及び乙は必要に応じて協議を行

うものとし、具体的な取組の内容及びその実施方法については、双方協議の上、別に

定めるものとする。 

 

（協定の期間） 

第３条 本協定の有効期間は、その締結の日から令和４年３月３１日までとする。ただ

し、当該有効期間終了の日の３０日前までに、甲又は乙からの協定終了の意思表示が

ない限り、１年間延長されるものとし、以降も同様とする。 

 

（秘密保持） 

第４条 甲及び乙は、第２条の連携の実施にあたり知り得た秘密情報を、第三者に開示

若しくは漏洩し、又は第１条に定める目的以外の目的に利用してはならない。 

  ただし、以下の事項は除くものとする。 

⑴ 相手方から開示された時点で、既に公知となっているもの 

⑵ 相手方から開示された後、開示を受けた当事者の責によらずに公知となったも

の 

⑶ 相手方から開示された時点で、既に開示を受けた当事者が保有していたもので、

その旨を遅滞なく相手方に通知したもの 



⑷ 法令に基づき、正当な権限を有する公的機関から開示要求されたもの 

２ 甲及び乙は、本協定終了後も前項による秘密保持の義務を負うものとする。 

 

（変更及び解約） 

第５条 甲又は乙は、本協定の内容の変更又は解約を申し出たときは、甲乙協議の上、

本協定の変更又は解約を行うものとする。 

 

（反社会的勢力） 

第６条 甲及び乙は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第１項第

２号に定める「暴力団」、同項第６号に定める「暴力団員」、その他「暴力団」又は「暴

力団員」に準じる反社会勢力又は人物と一切の関係を持たないことを確約する。 

 

（疑義の解決） 

第７条 本協定に定めのない事項又は本協定に定める事項に関して疑義が生じた場合

は、その都度甲乙協議の上、解決を図るものとする。 

 

 

本協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙両者が署名の上、各自その

１通を保有する。 

 

 

令和３年９月１５日 

 

 

甲  奈良県奈良市二条大路南一丁目１番 1号 

 

奈良市 

 

奈良市長  仲 川  元 庸 

 

 

乙  奈良県桜井市大字桜井２８１番地の１１ 

 

大和信用金庫 

 

理事長   森 川  善 隆 

 


